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北海道熊研究会」Hokkaido Bear Research Association の活動目的 

    熊の実像について調査研究し、熊による人畜及びその他経済的被害を予防しつつ、人

と熊が棲み分けた状態で共存を図り、狩猟以外では熊を殺さない社会の形成を図るための

提言と啓発活動を行う。 この考えの根底は、この大地は総ての生き物の共有物であり、

生物間での食物連鎖の宿命と疾病原因生物以外については、この地球上に生を受けたもの

は生有る限りお互いの存在を容認しようと言う生物倫理(生物の一員として人が為すべき正

しき道)に基づく理念による。 

 

＜皆様にお知らせ＞ 

先月の、４月 16 日から、北海道新聞社から、拙著の「ヒグマ大全」が、販売さ

れていますが、その書に対する私の所感の一端が、記事として、5 月の 29 日の

夕刊紙の全道版に掲載されました。 

 

私は取材に当たり、以下の事を、強調しました。 

① 羆の行動には、必ず目的と理由がある。行動には必ず行動規範がある。 

② 北海道では、1965 年を期に、羆の生息圏と人の居住圏が分離したが、以来

今日まで、人の居住圏に出て来た羆が人を襲った事は皆無である事。 

③ それに対し、人が羆の生息圏に行き、不用意な行動をすると、羆は人を襲

う事が有る事。 

④ ホイスルと鉈を、必ず携帯する事。羆は全身に痛覚神経があるから、鉈で

羆の身体の何処を、叩いても、痛いと感ずれば、襲うのを止め、離れて行く。 

⑤ 山地で見る羆の成獣の顔相と挙動は畏怖の念、そして更に畏敬の念を禁じ

得ない霊力がある。研究者気取りをし、検証調査をしていない連中の戯言に、



惑わされて、熊を殺しまくっている行政を変えなくては、ならない。 

 

 

＜5 月 29 日の北海道新聞 夕刊紙の全道版に掲載された門﨑允昭の記事＞ 

 


